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認
定
電
気
工
事
従
事

者
資
格
取
得
講
習
が
９

月
７
日
、
昨
年
に
引
き

続
き
盛
岡
市
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
盛
岡
市
松

尾
町
の
建
設
研
修
セ
ン

タ
ー
で
31
名
が
受
講
、

修
了
証
を
取
得
し
た
。

　
第
二
種
電
気
工
事
士

資
格
取
得
講
習
会

ま
た
は
電
気
主
任
技
術

者
が
本
講
習
会
を
受
講

し
、
産
業
保
安
監
督
部

長
に
申
請
す
る
と
、
認

定
電
気
工
事
従
事
者
認

定
証
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
、
自
家
用
電
気

工
作
物
（
最
大
電
力

５
０
０
ｋ
Ｗ
未
満
の
需

要
設
備
）
の
電
気
工
事

の
う
ち
６
０
０
Ｖ
以
下

の
電
気
工
事
（
簡
易
電

気
工
事
）
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
今
後
、
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
復
興
に
関
す

る
業
務
量
の
増
大
に
伴

い
電
気
工
事
関
連
の
業

務
も
増
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
の
で
、
被
災

地
の
円
滑
な
復
旧
の
た

め
に
も
認
定
証
を
取
得

し
て
お
く
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

　
ま
た
、
本
講
習
会
は

こ
れ
ま
で
東
北
地
方
で

は
仙
台
市
で
開
催
さ
れ

て
い
た
が
、
３
年
前
か

ら
盛
岡
市
で
も
開
催
さ

れ
、
よ
り
受
講
し
や
す

い
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
、
開
催
基
準
と
し
て

１
会
場
あ
た
り
の
受
講

者
数
が
原
則
１
０
０
名

と
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
今
回
も
受
講
者
数

が
基
準
以
下
と
な
っ
て

お
り
、
組
合
本
部
と
し

て
は
、
今
後
の
円
滑
な

復
旧
・
復
興
に
向
け
的

確
に
対
応
す
る
た
め
に

認
定
電
気

工
事
従
事
者今

年
も
盛
岡
市
で
開
催

盛
岡
市
で
継
続
し
て
開

催
で
き
る
よ
う
よ
り
多

く
の
組
合
員
の
皆
様
が

受
講
す
る
よ
う
期
待
し

て
い
る
。

　
本
県
青
年
部
は
今
年

創
立
20
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
来
た
る
11

月
９
日
㈮
午
後
５
時
30

分
か
ら
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
ニ
ュ
ー
ウ
イ

ン
グ
（
盛
岡
市
）
に
お

い
て
関
係
者
を
招
き
、

創
立
20
周
年
記
念
式

典
、
祝
賀
会
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
そ
の

際
、
20
周
年
を
記
念
す

る
事
業
内
容
に
つ
い
て

発
表
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
去
る
８
月
22
日
仙
台

市
で
、
平
成
24
年
度
電

気
保
安
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

　

本
県
組
合
関
係
で

は
、
岩
手
電
工
㈱
技
術

　
各
種
受
賞

　 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

電
気
保
安
功
労
者
表
彰

部
次
長
の
佐
藤
正
男
氏

が
長
年
に
わ
た
る
電
気

保
安
に
対
す
る
事
績
が

顕
著
で
あ
る
と
の
こ
と

か
ら
関
東
東
北
産
業
保

安
監
督
部
東
北
支
部
長

表
彰
個
人
の
部
で
受
賞

し
た
。

岩
手
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
表
彰

　
第
38
回
中
小
企
業
団

体
岩
手
県
大
会
に
お
い

て
、
優
良
組
合
や
功
労

者
に
対
す
る
表
彰
が
行

わ
れ
、
大
会
表
彰
・
組

合
功
労
者
役
員
の
部

で
、
県
本
部
組
合
の
専

務
理
事
で
あ
る
佐
々
木

徹
氏
が
受
賞
し
た
。

　

　
県
商
工
業
表
彰
・
団

体
の
部
で
は
、
宮
古
地

区
電
気
工
事
業
協
同
組

合（
佐
々
木
勝
理
事
長
）

が
受
賞
し
た
。

佐藤正男氏

佐々木徹氏

青
年
部
創
立
20
周
年

式
典
は
11
月
９
日

～
盛
岡
市
で
～

宮古地区電気工事業協同組合の佐々木理事長

県
商
工
業
表
彰

発　　行　　者

岩手県電気工事業工業組合

盛岡市下太田榊48番地44

3 2 5 5

隔月１回  25 日 発行

編集発行人  平野喜嗣

印　　刷　　所
日
刊岩手建設工業新聞社

発　行　者
岩手県電気工事業工業組合
盛岡市下太田榊48番地44

電 話　656－3255
隔月１回25日発行
編集発行人　平野喜嗣

印　刷　所
日刊　岩手建設工業新聞社

本　　　社　盛岡市開運橋通４－10	 TEL	019－653－2211㈹
本社業務地　紫波郡矢巾町流通センター	 TEL	019－637－2323㈹
営　業　所　盛岡・盛岡北・花巻・北上・水沢・一関・宮古・釜石・大船渡・八戸・青森・秋田・仙台

株式会社 岩　　　電

電材流通の責務に徹して

電気・設備　総合卸商社

電気設備材料　住宅設備材料　家電機器　床暖房システム　重電機器
情報通信機器　防災設備機器　制御機器　空調設備機器　配電盤製作

取　　扱　　商　　品

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力１０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
岩手県支部／	北上市上江釣子２地割５番地　TEL	0197-77-2546　FAX	0197-77-2527
連　絡　所／	盛	岡	市☎ 019-687-1762	 奥州市☎ 0197-25-4683	一関市☎ 0191-21-1084
	 大船渡市☎ 0192-27-1855	 釜石市☎ 0193-23-1460	宮古市☎ 0193-67-2138
	 久	慈	市☎ 0194-55-3045	 二戸市☎ 0195-25-5805	花巻市☎ 0198-45-3304
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平
成
25
年
度
か
ら
第

一
種
電
気
工
事
士
定
期

講
習
制
度
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

指
定
講
習
機
関
が

（
独
）
製
品
評
価
技
術

基
盤
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）

指
定
か
ら
複
数
指
定
と

な
り
、
受
講
者
が
指
定

講
習
機
関
を
選
択
し
受

講
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

で
行
っ
て
い
た
受
講
案

内
の
送
付
が
な
く
な
る

こ
と
か
ら
、
各
自
で
受

講
期
限
を
管
理
し
て
受

　
平
成
25
年
度
か
ら

　
　
第
一
種
電
気
工
事
士
の
定
期
講
習
制
度
が
変
わ
り
ま
す

講
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
電
気

工
事
技
術
講
習
セ
ン
タ

ー
（
指
定
機
関
）
に
登

録
す
る
と
、
①
受
講
期

限
を
超
え
な
い
よ
う

に
、
み
な
さ
ま
の
受
講

時
期
に
「
定
期
講
習
受

講
案
内
・
申
込
書
」
を

お
送
り
し
ま
す
。②「
定

期
講
習
受
講
案
内
・
申

込
書
」
と
あ
わ
せ
て
、

電
気
工
事
に
関
す
る
新

情
報
『
電
気
工
事
関
連

情
報
』
を
お
送
り
し
ま

す
。
③
定
期
的
に
『
電

気
工
事
技
術
情
報
』
誌

を
無
料
な
ど
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

登
録
料
・
年
会
費
は
無

料
。

　
県
本
部
事
務
所
が
電

気
工
事
会
館
に
移
転
し

７
年
経
過
し
て
い
る

が
、
現
在
地
は
区
画
整

理
事
業
の
対
象
地
域
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
、

盛
岡
市
が
計
画
的
に
整

備
事
業
を
進
め
て
き
て

お
り
、
い
よ
い
よ
会
館

周
辺
が
工
事
区
域
と
な

り
東
側
の
立
木
伐
採
、

既
存
家
屋
の
取
り
壊
し

や
新
築
が
行
わ
れ
周
囲

の
状
況
が
移
転
当
初
と

比
べ
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
る
。
９
月
に
入

り
、
当
会
館

脇
は
道
路
整

備
の
工
事
が

行
わ
れ
て
お

り
、
駐
車
場

利
用
に
影
響

が
出
て
く
る

の
で
電
気
安

全
サ
ー
ビ
ス

の
業
務
車
両

の
代
替
駐
車

場
と
し
て
近

支部トッピックス（県本部）

（
一
財
）
電
気
工
事
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

登録申し込み先
（一財）電気工事技術講習センター

〒105ー0004
東京都港区新橋４ー24ー８
第２東洋海事ビル７階
電　話 03ー3435ー0897
ＦＡＸ 03ー3435ー0828

　
定
期
講
習
制
度
の
変

更
に
伴
い
、
全
日
電
工

連
と
組
合
本
部
で
は
、

組
合
員
関
係
の
皆
様
の

利
便
性
を
図
る
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、

各
支
部
に
実
態
調
査
の

協
力
依
頼
を
行
っ
て
い

る
。

　
こ
の
調
査
は
、
①
第

一
種
電
気
工
事
士
資
格

取
得
者
の
把
握
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
②

認
定
電
気
工
事
従
事
者

認
定
講
習
の
受
講
対
象

者
の
掘
り
起
こ
し
―
な

ど
を
目
的
に
、
実
施
す

る
も
の
。

第一種電気工事士定期講習
新制度のポイント（抜粋）

項　目 新制度
（平成25年4月～）

現在の制度
（平成25年3月まで）

指定期間 指定から５年間
（途中参入可能）

なし

受講料

原則自由
（指定機関により異
なる）
電気工事技術講習
センター：検討中

￥11,000

受講案内

原則：案内なし
電気工事技術講習
センターは受講者
登録を促進し、登
録者に対して案内
を送付

案内あり
（NITE より各受講
者に受講期限の４
ケ月前に郵送）

※電気工事技術講習センター（実施協力団体：全日
電工連・日本電気協会）

　
　
電
気
工
事
士
資
格
取
得
者

実
態
調
査
に
協
力
を
　
　

　
実
態
調
査
の
対
象
者

は
、
組
合
員
事
業
者
に

所
属
す
る
役
員
、
従
業

員
並
び
に
常
時
下
請
け

業
者
で
、
各
支
部
が
調

査
を
実
施
し
、
11
月
30

日
ま
で
に
本
部
に
送
付

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

隣
に
広
場
を
確
保
し
て

い
る
。
し
か
し
、
工
事

終
了
後
も
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
現
況
よ
り
狭
く
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対

応
策
を
共
同
所
有
者
で

あ
る
盛
岡
支
部
と
電
業

協
会
で
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

選べる！三菱電機のオール電化設備

三菱だから出来る　家一軒まるごと　省エネ～スマート電化

豊富なラインナップからご要望にピッタリな設備をご提案します

三菱電機住環境システムズ株式会社
東北支社　北東北営業部　岩手支店

〒020-0841　岩手県盛岡市羽場13地割30－11
TEL（019）637－1771　FAX（019）637－8911

家庭から宇宙まで、エコチェンジ。

　新しい暮らしをご提案

三菱電機のスマート電化設備　

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所	 盛岡市志家町13－25
	 電話（019）652－2291㈹

　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所
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電気安全月間

●盛岡支部　18 人
８月１日㈬　ＪＲ盛岡駅前「滝の広場」
ＰＲチラシ、広報うちわ、花火セットを配布して電気の
安全な使用を啓発。

●花巻支部　18 人
８月３日㈮　アルテマルカン桜台店
電気の安全使用を呼びかけ、リーフレットにティッシュ、
花火、うちわ等をセットにして配付。節電についても啓蒙。

●北上支部　12 人
７月 28 日㈯　イオン江釣子店パル側出入り口
市町村役場にポスターの配布、チラシ・リーフレット・
ＢＯＸティッシュ・団扇・花火等を配布、「８月は電気使
用安全月間」「電気工事は組合まで連絡を」とＰＲ。

●宮古支部　15 人
８月１日㈬　びはんプラザ店前広場
チラシ、ＰＲリーフレット、ポケットティッシュを配布
して電気使用安全に関する呼びかけた。

●久慈支部　10 人　
８月１日㈬　ユニバース久慈ショッピングセンター店
リーフレット、花火、うちわ等を配布し節電、電気使用
安全を呼びかけた。

●二戸支部　15 人
８月１日㈬　二戸ショッピングセンターニコア
チラシ、ＰＲリーフレット、ポケットティッシュを配布
して電気使用安全に関する呼びかけた。

●一関支部　8 人
８月１日㈬　いわて生活協同組合コープ一関コルザ
正しい電気の使用と節電、たこ足配線防止、破損したコー
ド使用禁止、環境にやさしい省エネルギー商品について
街頭で紹介。

●遠野支部　6 人
８月 22 日㈬　遠野市内（宮
守方面）
４台の車載スピーカーで広
報活動。電気工作物の保安
確保と災害防止、節電推進
を呼びかけた。

●釜石支部　27 人
８月１日㈬　マイヤ釜石店、マストショッピングセンター
前
のぼりを立てＰＲリーフレット等を配布、電気使用の安
全と節電を呼びかけた。

●
水
沢
支
部
　
11
人

８
月
１
日
㈬
　
水
沢
メ
イ

プ
ル
前

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
う
ち
わ
等
を
歩
行
者

に
配
り
、
節
電
、
電
気
の

安
全
使
用
、
漏
電
遮
断
器

取
付
や
各
種
相
談
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
。

　８月は電気使用安全月間です。昭和56年に通
商産業省（現・経済産業省）の主唱により定め
られ、電気使用時の安全意識の向上と普及を目
的としています。
　当組合では、支部ごとに東北電力㈱、（一財）
東北電気保安協会と連携して地域に密着したさ
まざまな電気安全啓発活動を展開しました。

テクノロジーを通して

『人間の暮らしを豊かにします』
インテリジェントビルから日本酒の醸造システムまで

☆受配電・制御システムメーカー☆

古川電気工業株式会社
代表取締役社長　茂　泉　勝　弘
盛岡支店支店長　中　村　伸　之

本　　社／仙台市宮城野区扇町二丁目１－１０	 ☎022－236－6031
盛岡（支）／盛 岡 市 中 野 一 丁 目１７－７	 ☎019－623－6421
工　　場／仙台市宮城野区扇町二丁目１－１０	 ☎022－236－6317

盛岡営業所　　盛岡市下飯岡19－21	 TEL	019－637－4567
水沢営業所　　奥州市水沢区東中通1－4－1	 TEL	0197－24－7184
花巻営業所　　花巻市南城18－1	 TEL	0198－24－2447
北上出張所　　北上市柳原2－4－49		シティーライフ柳原1	二号室
	 	 TEL	0197－62－0821

( 電源部）( 増幅部）

平面アンテナ＋家庭用ブースター平面アンテナ＋家庭用ブースター

盛岡出張所 TEL（019）636-1581 (代)
 〒020-0866　盛岡市本宮1丁目26番6号
 

低雑音＋節電低雑音＋節電

( 電源部）( 増幅部）

平面アンテナ＋家庭用ブースター平面アンテナ＋家庭用ブースター

盛岡出張所 TEL（019）636-1581 (代)
 〒020-0866　盛岡市本宮1丁目26番6号
 

低雑音＋節電低雑音＋節電

( 電源部）( 増幅部）

平面アンテナ＋家庭用ブースター平面アンテナ＋家庭用ブースター

盛岡出張所 TEL（019）636-1581 (代)
 〒020-0866　盛岡市本宮1丁目26番6号
 

低雑音＋節電低雑音＋節電
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震
災
直
後
の
電
気
設

備
の
重
要
性
が
一
段
落

し
た
現
在
、
震
災
地
を

含
め
て
最
も
需
要
が
増

え
て
い
る
の
が
非
常
電

源
と
し
て
の
発
電
機
設

備
で
あ
ろ
う
。
当
初
懸

念
さ
れ
た
納
期
の
遅
れ

も
多
少
は
あ
っ
た
が
、

ほ
ぼ
正
常
に
戻
り
つ
つ

　
東
日
本
大
震
災
後
の
自
家
用
発
電
設
備
の

　
被
災
状
況
と
新
規
需
要
に
つ
い
て

岩
手
県
電
業
協
会
　
会
長
　
工
　
藤
　
　
　
泰
　

あ
る
よ
う
だ
。
現
状
の

発
電
機
発
注
状
況
を
見

て
み
よ
う
。

①
多
数
の
医
療
施
設

︵
保
健
施
設
、
老
人
ホ

ー
ム
、
保
育
所
等
︶
で

大
型
発
電
機
を
要
望

　
従
来
の
非
常
用
発
電

機
の
約
倍
の
発
電
機
が

要
望
さ
れ
、
複
雑
な
医

療
機
器
の
電
源
対
応
に

追
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

１
０
０
ボ
ル
ト
電
源
も

電
子
機
器
負
荷
も
増
え

て
い
る
。

②
医
療
局
の
県
立
病
院

も
大
型
発
電
機
発
注
に

踏
み
切
っ
た

　
県
立
中
央
病
院
に
も

超
大
型
発
電
機
２
台
を

含
む
直
流
電
源
設
備
も

用
意
さ
れ
る
予
定
。
又

各
地
の
県
立
中
部
病

院
、
釜
石
病
院
、
胆
沢

病
院
に
も
設
置
予
定
。

③
自
家
用
発
電
設
備
の

燃
料
保
有
量
及
び
運
転

時
間
に
問
題
を
残
す

　
従
来
の
非
常
用
発
電

機
は
防
災
専
用
が
多
く

２
時
間
程
度
が
多
か
っ

た
が
今
回
の
震
災
で
は

燃
料
切
れ
の
ト
ラ
ブ
ル

が
不
始
動
、
停
止
の
54

％
を
占
め
て
お
り
、
今

後
は
72
時
間（
約
３
日
）

程
度
の
備
蓄
が
要
求
さ

れ
る
。

④
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重

要
性
が
問
わ
れ
る

　
停
電
時
の
非
常
電
源

と
し
て
１
０
０
％
稼
働

が
要
求
さ
れ
て
お
り
、

特
に
も
Ｉ
Ｔ
電
源
、
動

力
電
源
の
必
要
性
が
求

め
ら
れ
普
段
の
保
守
が

重
要
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
今
後

益
々
発
電
機
の
需
要
が

増
大
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
岩
手
県
電
気
工
事

業
工
業
組
合
と
の
共

同
事
業
で
あ
る
工
業

系
高
校
等
へ
の
支
援

事
業
と
し
て
電
線
寄

贈
を
奥
州
支
部
が
行

っ
て
い
る
県
立
水
沢

工
業
高
等
学
校
（
佐

藤
久
夫
校
長
）
は
毎

年
多
く
の
生
徒
に
、

在
学
中
、
電
気
工
事

士
の
資
格
を
取
得
さ

せ
て
い
る
。
昨
年
は

全
国
高
校
生
合
格
者

ラ
ン
キ
ン
グ
で
第
一

種
電
気
工
事
士
合

格
率
（
51
名
合
格
、

45
・
９
％
）
が
全
国

１
３
４
校
中
、
第

４
位
、
第
二
種
電

気
工
事
士
合
格
率

（
１
４
６
名
合
格
、

59
・
１
％
）
が
全
国

１
５
４
校
中
、
第
３

位
と
素
晴
ら
し
い
成

績
を
修
め
て
い
る
。

現
在
は
電
気
科
の
学
生

の
み
な
ら
ず
、機
械
科
、

イ
ン
テ
リ
ア
科
、
設
備

シ
ス
テ
ム
科
全
て
の
学

科
の
生
徒
が
挑
戦
し
て

い
る
。
今
年
６
月
３
日

に
行
わ
れ
た
第
二
種
電

気
工
事
士
上
期
筆
記
試

験
に
は
、
今
年
入
学
し

た
新
１
年
生
１
４
８

名
を
含
む
１
６
６
名

が
挑
戦
し
、
新
１
年

生
１
２
４
名
を
含
む

１
３
２
名
が
合
格
、
引

き
続
く
７
月
29
日
に
行

わ
れ
た
実
技
試
験
に
は

新
１
年
生
１
０
１
名
を

含
む
計
１
１
７
名
が
合

格
。
筆
記
試
験
、
実
技

試
験
合
計
の
合
格
率
は

70
・
５
％
と
い
う
好
成

績
と
な
っ
た
。
朝
７
時

半
か
ら
１
時
間
目
の
授

業
開
始
ま
で
の
約
１
時

間
の
朝
学
習
を
、
新
入

生
は
入
学
の
翌
日
か
ら

行
い
、
先
輩
後
輩
、

先
生
と
学
校
及
び
父

兄
が
一
丸
と
な
っ
て

工
事
士
資
格
取
得
を

目
指
し
勉
強
し
て
い

る
。
就
職
し
て
社
会

に
出
て
か
ら
即
戦
力

と
な
れ
る
よ
う
取
れ

る
資
格
は
在
学
中
に

取
ら
せ
て
あ
げ
た
い

と
の
校
長
先
生
や
電

気
科
の
先
生
方
の
思

い
が
、
全
国
高
校
生

合
格
者
ラ
ン
キ
ン
グ

で
の
素
晴
ら
し
い
成

果
に
繋
が
っ
て
い

る
。
我
々
が
寄
贈
し

た
電
線
等
を
実
技

試
験
の
勉
強
に
使
用

し
、
在
学
中
に
電
気

工
事
士
を
取
得
し
た

優
秀
な
人
材
が
卒
業

し
て
、
我
々
地
元
の

電
気
工
事
業
者
へ
就

職
す
る
。
こ
の
支
援

事
業
は
継
続
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

支
部
だ
よ
り
③

奥
州
支
部

平
成
24
年
度

独
占
禁
止
法
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
岩
手
県
建
設
産
業
団

体
連
合
会
よ
り
標
記
講

習
会
に
つ
い
て
案
内
が

あ
り
ま
し
た
。

　
本
研
修
は
、
県
の
入

札
参
加
資
格
申
請
審
査

に
お
い
て
、
各
企
業
が

作
成
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

内
容
に
沿
っ
て
受
講
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
評

価
対
象
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
は
平
成

27
・
28
年
度
県
営
建
設

工
事
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
に
お
い

て
、
平
成
24
・
25
年
度

に
受
講
し
た
研
修
等
に

該
当
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
東
北
地
方
整
備
局
及

び
岩
手
県
で
は
、
建
設

業
に
お
け
る
取
引
の
適

正
化
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
、「
建
設
業

法
令
遵
守
等
講
習
会
」

を
10
月
15
日
、
開
催
し

ま
す
。

　
国
土
交
通
省
及
び
都

「
建
設
業
法
令
遵
守
等
講
習
会
」
を
開
催

道
府
県
で
は
、
毎
年
11

月
を
「
建
設
業
取
引
適

正
化
推
進
月
間
」
と

し
、
当
講
習
会
を
こ
の

月
間
に
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は

復
興
工
事
の
本
格
化
に

備
え
、
例
年
よ
り
早
い

時
期
に
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
岩
手
県
の
講
習
会
会

場
は
北
上
市
の
北
上
市

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
ホ
ー
ル
」
中

ホ
ー
ル
。

　
内
容
は
、
午
前
の
部

①
建
設
業
法
令
遵
守
に

つ
い
て（
元
下
間
取
引
、

社
会
保
険
未
加
入
対
策

ほ
か
）（
１
時
間
）　
東

北
地
方
整
備
局
、
②
暴

力
団
排
除
対
策
に
つ
い

て
（
１
時
間
）
岩
手
県

警
、
③
労
働
者
派
遣
法

（
偽
装
請
負
防
止
）
に

つ
い
て
（
１
時
間
）
岩

手
労
働
局

　
午
後
の
部
、
④
足
場

か
ら
の
墜
落
・
転
落
災

害
防
止
総
合
対
策
推
進

要
綱
に
つ
い
て
（
１
時

間
）
岩
手
労
働
局
、
⑤

国
の
定
め
る
足
場
等
に

関
す
る
安
全
対
策
に
つ

い
て
（
説
明
・
実
演
）

※
雨
天
の
場
合
、
実
演

は
中
止
（
２
時
間
）
全

国
仮
設
安
全
事
業
協
同

組
合

　

申
込
み
、
お
問
い

合
わ
せ
先
は
国
土
交

通
省
東
北
地
方
整
備

局
建
政
部
計
画
・
建

設
産
業
課
（
電
話

０
２
２
―
２
２
５
―

２
１
７
１
（
内
線

１
４
２
、６
１
４
４
））。

  

申
込
は
10
月
10
日
㈬

ま
で
、
先
着
順
。

か
ら
の
墜
落
・
転
落
災

か
ら
の
墜
落
・
転
落
災

害
防
止
総
合
対
策
推
進

要
綱
に
つ
い
て
（
１
時

東
北
地
方
整
備
局

平成24年度独占禁止法に関する
研修会の開催について

１　日時・場所
11月１日㈭　13：30～15：30
　　盛岡会場　建設研修センター
11月２日㈮　10：00～12：00
　　沿岸会場
　　ホテルシーガリアマリン（釜石）
11月８日㈭　13：30～15：30
　　県北会場　二戸パークホテル
11月９日㈮　13：30～15：30
　　県南会場　ベリーノホテル一関

２　講師　二　宮　照　興　先生
　　　　　　　　　弁護士・博士（法学）
　　丸市綜合法律事務所　代表
　　（一社）全国建設業協会　顧問弁護士
３　受講料　無料
４　参加資格者　会員企業の役員および従業
　　員（１社から複数人の受講可）
５　主催　（一社）岩手県建設産業団体連合
　　会・（一社）岩手県建設業協会

◎問い合わせ先
（一社）岩手県建設産業団体連合会
〒020-0873
岩手県盛岡市松尾町17－９
ファックス　019－653－6113

（電話　019－625－2816）

ま
で
、
先
着
順
。

絆

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒 020-0816　盛岡市中野２丁目 15 － 1
TEL（019）652-4141 ㈹　FAX（019）623-5248

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
盛岡営業所 〒020-0816 盛岡市中野２丁目 15 － 1
  TEL（019）652 － 4141
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9 － 36
  TEL（0193）63 － 6443

【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14 － 1
  TEL（018）863 － 2411

盛岡北営業所 〒020-0125 盛岡市上堂３丁目 9 － 45
  TEL（019）645 － 0990
花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23 － 1800

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33 － 4711

岩手事業本部／〒020-0851	盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・水沢・一関・花北

当協会では、次の業務を行っております。

電気安全の確保に高度な組織力と技術力でサポート

・自家用電気工作物の保安管理業務
・自家用電気設備の試験業務
・省エネルギー、電気使用合理化な
どのコンサルティング

・高圧・低圧絶縁監視システムによ
る電気設備の24時間監視　　						

・一般用電気設備の定期調査業務と
受託検査業務

・電気使用安全の広報業務、技術業
務等

・デマンドweb 閲覧サービスによ
る最大電力、電力使用量の監視

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする


